
令和３年度 調布市立富士見台小学校 授業改善推進プラン 

学校の教育目標 

○ふ深く考える子（知識や技能を身に付け，それらを活用し，問題の解決に向けて追究することができる児童） 

○じ自他を愛する子（自他を尊重し，認め合いながら協力して行動することができる児童）  

○み自ら鍛える子（自分のめあてを自覚して，工夫しながら粘り強く取り組むことができる児童） 

目指す学校像（ビジョン） 例）学校像，教員像，児童・生徒像 

 
言葉と学びを大切にし，自ら伸びる力・協働する力を育成する学校 

 
ビジョンの設定理由 
（本校の現状と課題） 

・明るく素直な児童が多いが、学力・体力ともに二極化傾向がある。児童アンケートから、全体として主体性や物事

への粘り強さに課題が見られる。新型コロナウイルスの影響で従来型の活動に制限がかかる中であるが、体験的な

学習や協働的な学びを工夫し、意欲や粘り強さを引き出し育んでいく必要がある。 

・学習・生活規律や基本的な生活習慣の一層の定着を図るとともに、個別に支援を要する児童については全体で見守

り、保護者や関係諸機関と連携を図りながら。個に応じた支援・指導を工夫し、充実を図っていく必要がある。 

・学力向上や生活指導の充実のために、教員の指導力向上を組織的に図っていく必要がある。 

 

教科 
目指す学校像（ビジョン）を基にした 

育成したい資質・能力 
資質・能力を育成するための具体的取組 

国語 

・言葉を大切にし、言語表現の基礎となる「知識

及び技能」の指導を確実に行う。 

 

・読書活動の推進や日常的な言葉遣いの指導を

通して、言語感覚を育成し、豊かな言葉を獲得

させていく。 

・児童一人一人が判断して考えをもつことができるような発問を取

り入れ，自分の考えをもって対話的活動に参加できるようにする。 

・自力解決の時間を保障し、ノートや iPad等に自分の考えを書かせ、

「書くこと」の指導を充実させる。 

・読み聞かせや読書タイム等を生かしながら読書を習慣化し，語彙を

増やしたり想像力や表現力を身に付けたりできるようにする。 

・話型，辞書，「声の大きさ」「ハンドサイン」等を積極的に活用して

いく。 

社会 

・各学年に応じた資料の読み取り方を習得し，自

分の考えを表現する資質・能力を育成する。 

（例３年：地図，４年：グラフ，５年：複数のグ

ラフ，６年：複数の資料を関連付けて） 

・データや資料について，原因→事象→人の考えとその背景にあるこ

とを考えられるように，関連する資料を複数準備し，提示する。ま

た，立場をかえて考えさせる場を設定し，多面的多角的な考えに触

れられるようにする。 

・少人数での話し合いの場を設定し，考えの違う仲間の考えを受け止

められるようにする。 

・自分の考えをノートに書いたり述べさせたりする際は，必ず根拠と

なるデータや資料を示すようにする。 

算数 

・どの児童にも計算や作図などの基礎的な知識・

技能を習得させる。また，十分な理解に達した

児童には，発展的な学習内容に挑戦しようとす

る態度を育成する。 

 

・問題解決に向けた見通しをもち，考え方の道筋

や解決方法を説明できる能力を育成する。 

・算数少人数担当教員が中心となり，児童が授業中に取り組める補充

や発展的な問題などを準備することで，より多くの練習時間を確保

できるようにする。その際，取り組む問題を児童が選択できるよう

にして，主体的に学ぶ姿勢が育つように工夫する。 

・問題解決の方法やそれを考えた理由などをノートに記述させ，小グ

ループや全体に発表する中で，簡潔かつ的確な方法に高めていく学

習活動を積極的に取り入れる。 

 

理科 

・具体的な実験操作・観察などを通じて、進んで

課題を解決していく能力を育成する。 

・意見交流や考察の場面において、自他の意見を

互いに尊重しつつ、より良い考えを導く能力を

育成する。 

・新たな疑問（課題）を見つけ出し、既習事項を

活用して解決していこうとする態度を育成す

る。 

・一人一実験を目標に、一人一人が実験操作を確実に行えるよう教材

教具を用意する。 

・「課題（問題）→予想→実験→結果（事実）→考察（個人の仮結論）

→結論（全体の結論）」の流れを基本とし、個人⇒全体へとまとめ

る活動の中で、話し合い活動を積極的に取り入れる。 

・身の回りに身近にある事象を導入に取り入れるなど、授業内容と実

生活が乖離しないよう留意して指導していく。 

 

生活 

・具体的な活動や体験を通して，身近な生活に関

わる見方・考え方を生かし，自立していくため

の資質，能力を育成する。 

・身近な人々，社会及び自然に自ら働きかけ，意

欲や自信をもって学んだり生活を豊かにした

りしようとする態度を育てる。 

・見る，聞く，触れる，作る，探す，育てる，遊ぶなどの活動を通し

て，そこで気付いたことを言葉，絵，動作，劇化などの多様な方法

によって表現する取り組みを設定する。 

・学習過程において，児童自身が既に有している見方・考え方を発揮

し，一層活用できるような活動を取り入れる。 

・身近な人々，社会及び自然と関わる環境や，生活科の学びを実生活

に生かせるような場の工夫をする。 



音楽 

・リズムや読譜など音楽に対する基本的な知識

を高め，演奏に活かすことができる技能を習得

させる。 

・自分がイメージする表現を実現させるために、

どの技術が必要か問題解決を自ら図る。 

・知識を高めるために，体を使った様々なリズム活動や創作活動を行

いスパイラルラーニングにより習得させていく。 

・個々に合った目標を設定させ，アンサンブルなど自分の役割を考え

ながら演奏する活動を計画的に取り組んでいく。また，音楽特有の

個人差をお互い教え合う交流活動に生かし表現に繋げる。 

 

図画工作 

・絵や立体に表す表現活動をどの児童も主体的

に取り組める技能を習得させる。 

 

・個々の発想を広げ，課題を解決しながら学習を

進めていく態度を育成する。 

・スモールステップを設定し，できることを実感しながら技能を高め

られるようにする。道具類の使用も学年に応じて計画的に取り組ん

でいく。 

・個々の発想を広げて取り組む中，小グループでのアイディアの交流

などを交え，課題を解決しながら，自分の表現活動がすすめられる

ようにする。 

 

家庭 

・日常生活に必要な家庭や家族，衣食住，消費や

環境等についての基礎的な理解や技能を高め

させる。 

 

 

 

・日常生活の中から問題を見出して課題を設定

し，課題を解決する力を育成する。 

・様々な道具や機械を目的に応じて正しく扱えるよう実践的な活動

を多く取り入れる。また，地域や保護者の方の協力を得て調理や裁

縫の技能を高めさせる。 

・安全性や専門性を高めるために，調理や栄養に関する指導は栄養教

諭と協力して行う。 

 

・導入時には必ず自身の生活を見つめ直す場面を設定する。また，学

んだことを日常生活で生かすことができるような取り組みを設定

する。 

体育 

・主体的に運動に取り組み，自らの体力や運動能

力を高めようとする児童を育成する。 

 

 

・体力テストの結果を生かし，投げる運動の能力

向上を図っていく。 

・主体的に取り組ませるために，体育の授業に楽しく参加できるよう

にする。また，授業で行った内容がどのように体力や運動能力を高

めていくのか，児童に説明をしていく。授業内で行った運動が休み

時間や放課後にもつながるように指導していく。 

・投げ方指導をしたり，小さなボールを使って投げる運動を取り入れ

たりすることで，投げる運動能力を養っていく。 

外国語 

・外国語による聞くこと・話すこと・書くこと・

読むことの言語活動を通して，コミュニケーシ

ョンを図る基礎となる資質・能力を育成する。 

・ゲームやアクティビティーなどを多く取り入れ，主体的に話したり

聞いたりする活動を増やしていく。 

・他国の文化と自分たちの生活との共通点，相違点を見つけさせ，多

様な価値観があることを意識しながら学習を進める。 

道徳科 

・多様な価値観の存在を前提にして他者と対話した

り，協働したりしながら，物事を多面的・多角的に

考えることができるようにする。 

 

 

・自己の生き方についての考えを深める学習を

通して自らの力で考え，よりよいと判断した

り，適切と考えたりする判断力や心情、実践意

欲等を育成する。 

・昨年度の校内研究「考え・議論する道徳」の授業づくりの実践をふまえ，

発達の段階に応じて，２つの概念が互いに矛盾，対立しているという２

項対立の題材を適宜取り扱い，物事を多面的・多角的に考えることがで

きるような指導上の工夫をする。 

 

・問題解決的学習を行い問題や課題を主体的に解決するために必要な資質

を養う。その際に，役割演技などの体験的な学習を通して，道徳的価値

を実現するための能力を養う。 

 

外国語活動 

・外国語による聞くこと・話すことの言語活動を

通して，コミュニケーションを図る素地となる

資質・能力を育成する。 

・チャンツやゲームを通して会話に触れる機会を増やす。 

・ゲームやアクティビティーなどの活動を多く取り入れ，主体的に関

わることができるよう場の設定をする。 

 


